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使 用アンテナ�

カラーTV 1ch�
又は電話 960ch

パラボラ又は�
ホーンリフレクタアンテナ�
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方式の概要 System overview

カラーテレビジョン伝送を目的として開発された4GHz帯の長距離�

マイクロ波方式で、1966年に広島－松山間などに導入した。�

1システムあたり960通話路の多重電話信号または1チャネルの�

カラーテレビ信号を伝送できる。�

カラーテレビに対応したＳＦ-Ｂ5方式�
SF-B5 system that supported color TV （since 1967）�


